
大和コミュニティセンター複合施設について

平成３１年３月１９日

行政改革市民会議資料 ＮＯ．３

岩田駅周辺都市施設整備事業の一つとして平成２９年１０月から新築工事を進めてきた、大和コミュニティ

センター（鉄骨造２階建）が完成し、４月１日（月）にオープンします。これは公共施設等総合管理計画の、「適

正配置等に関する基本的な考え方と取組方策」に基づく取組みのひとつです。

■コミュニティセンター

■支所

現大和支所から移転し、

引き続き、各種行政手続

きが円滑に行えるよう利

便性に配慮しました。

■図書館

蔵書数：約15,000冊開館
時間：

【水 ･ 金 曜 日】9：00～
19：00

【火・木・土・日・祝】
9：00～17：15

【ホール】舞台や音響設

備の設置、吸音対策など

を施すとともに、多様な

活動に利用します。

【調理実習室】調理目的

のほか、中央部に机・椅

子を配置し、打ち合わせ

やサークルでの利用も可

能です。

【サロン・授乳室】子育

て世代に配慮した授乳室

をはじめ、予約なしでの

ミーティングや住民同士

の交流などとして利用で

きます。

【その他】障害者や小さ

な子供連れに配慮した多

目的トイレを整備しまし

た。

新しい施設は、コミュニティセンターと支所、図書館の機能を持った複合施設になります。

「光市公共施設等総合管理計画」適正配置等に関する基本的な考え方と取組方策（抜粋）

方針１ 保有総量の適正化

市民ニーズや社会環境の変化に対応した公共施設に再編するため、機能の充実を図りつつ、複合
化や機能集約による統廃合、用途廃止による施設の廃止等を柔軟に行い、施設の適正配置と総量
縮減を進めます。

（１）総量の縮減

既存施設の更新等にあたっては、施設ごとの機能や利用実態を踏まえ、類似・重複した機能
の集約化や施設の統廃合等を進めるとともに、施設の複合化を基本に検討し、施設総量の縮減を
図ります。

施設名 建築年月 延床面積 構造 備考

大和支所
Ｓ41.3 727.19㎡ 鉄筋造 旧大和町役場本館

Ｓ62.11
640.27㎡ 鉄骨造 旧大和町役場新館（一部を図

書館大和分室として使用）光市立図書館大和分室 257.00㎡ 鉄骨造

（旧）大和コミュニティセンター Ｓ47.1 1046.00㎡ 鉄筋造

大和歴史民俗資料館 Ｓ50.6 65.00㎡ 木造

合計 2,735.46㎡

施設名 構造 延床面積

大和コミュニティセンター複合施設

鉄骨造

合計 1,788.94㎡

（大和支所部分） （58.18㎡）

（光市立図書館大和分室部分） （158.6㎡）

（大和コミュニティセンター部分） （1,572.16㎡）

総事業費 6億7,430万円

（消防機庫、バス車庫、
駐輪場整備費用含む）


